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２０１２年度 ＪＴＡ蹴武型 ランキング ベスト７（暫定）

選手名 段位 所属 年齢 身長 体重 出身地 得意型 選抜基準/

ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ 野村修一 二段 岡山備前 岡山備前 忠武 全日本大会優勝３連覇TC 32 163/58

１、蹴武型ベスト （ＪＴＡ蹴武型ランカー。全日本大会蹴武型出場権獲得者）7

第１位 植田博和 二段 東京江東 東京中央 忠武 全日本大会 位TC 29 174/63 2
関東大会優勝、東京大会優勝

第２位 高橋佑輔 二段 高知 高知須崎 忠武 四国大会優勝TC 31 177/70
全日本大会４位

弟３位 西谷信一郎 三段 東京大森 北海道小樽 柳韓 神奈川大会優勝TC 38 175/60
関東大会３位

第４位 廣川禎教 二段 長崎佐世保 長崎佐々 中部大会優勝TC 32 174/65

第５位 稲垣 健 初段 神戸六甲 大阪市 柳韓 中国大会優勝TC 45 173/64

第６位 高崎健太 二段 東京江東 東京品川 全日本大会型３位TC 29 165/72

第７位 該当者なし

（予選会優勝にもとづく全日本大会出場権獲得者）２、蹴武型アンダー７ その１

第８位 近藤 歩 初段 横浜市大体育会 長崎佐世保 九州大会優勝20

３、蹴武型アンダー７ その２

予選会準優勝者中、地方クラブ・パイオニア推薦にもとづく全日本大会出場権確定者）（

弟９位 河野昌俊 二段 愛媛松山 愛媛松山 中国大会 位TC 31 175/66 2
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（正当な理由・出産等による出場辞退者）４、蹴武型アンダー７ その３

弟１０位 廣川 望 初段 長崎佐々 長崎松浦 柳韓 佐賀福岡大会優勝TC 30 168/59

５、蹴武型アンダー７ その４

最終予選会入賞者中、推薦にもとづく全日本大会出場権社会人枠確定者）（

関西大会終了後、確定

６、蹴武型アンダー７ その５

（最終予選会にもとづく全日本大会推薦出場者。現役クラブ長・同好会長、地方クラブ・パイオニア等を優先）

関西大会終了後、確定

７、蹴武型アンダー７ その６（その他予選会入賞者）

弟１１位 古屋 哲 初段 高知 高知四万十 柳韓 四国大会２位TC 47 165/72

中国大会３位

第１２位 荻山 寛 初段保 東京江東 東京大会２位TC

第１３位 宮内佐智子 初段 東京港 横浜 柳韓 神奈川大会２位TC 33 161/46

東京大会３位

第１４位 市坪 愛 １級 横浜市大体育会 鳥取 中部大会２位20

中国大会４位

第１５位 金山咲恵 初段 横浜市大体育会 京都 関東大会２位21 155/48

第１６位 趙 智愛 初段 横浜鶴見ＴＣ 横浜 九州大会２位

第１７位 根塚友香 初段 横浜市大体育会 横浜 中部大会３位21 150/50

東京大会４位

第１８位 倉田 剛 初段 東京港ＴＣ 北海道函館 神奈川大会３位33 186/93

第１９位 森山賢治郎 二段 岡山 石川金沢 義家 四国大会３位TC 35 167/64
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第２０位 梅北徳彦 初段 鹿児島国分ＴＤ 国分 九州大会３位32 171/75

第２１位 井上拓磨 初段 横浜青葉ＴＣ 神奈川大会４位

第２２位 藤原慎介 初段 大阪弁天町ＴＤ 中部大会４位

第２３位 守田典男 初段 福岡筑紫野ＴＣ 山口 九州大会４位

備考

１，ランキング評価基準

１）第１位～第４位は、２０１２年度の全日本大会予選会における優勝者中、蹴美力・蹴武力等の比較にもとづき決定。

ただし、本年度予選会に出場していない２位以下は、ランキング降格。

２）第５位以下は、２０１２年度の全日本大会予選会における入賞者中、蹴美力・蹴武力等の比較にもとづき決定。

２，第２３回全日本フルコンタクトテコンドー選手権大会・蹴武型予選会（すべて１部）の名称

①２０１１年１１月 第２２回全日本フルコンタクトテコンドー選手権大会

②２０１１年１２月 第１４回関東テコンドー選手権大会

③２０１２年 １月 第１回佐賀・福岡テコンドー選手権大会

④２０１２年 ２月 第５回四国テコンドー選手権大会

⑤２０１２年 ３月 第２３回神奈川県テコンドー選手権大会

⑥２０１２年 ３月 第５回中国テコンドー選手権大会

⑦２０１２年 ５月 第４回中部テコンドー選手権大会

⑧２０１２年 ６月 第３回九州テコンドー選手権大会

⑨２０１２年 ７月 第１５回東京都テコンドー選手権大会

⑩２０１２年 ８月 第２４回全日本学生テコンドー選手権大会

⑪２０１２年 ９月 第１０回関西テコンドー選手権大会 兼 第３回ＪＴＡ団体対抗戦


